
 令 和 ７ 年 度  第 １ 回 
電気通信主任技術者試験問題  午前の部 

  試  験  科  目  
線路設備及び設備管理 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １０時００分 

２  試験終了時刻 
 試  験  科  目 科 目 数 終 了 時 刻 

 線路設備及び設備管理 １ 科 目 １２時３０分 

３  試験種別と試験科目の問題(解答)数及び試験問題ページ 
 

試 験 種 別 試 験 科 目 
問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題 

 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 ペ ー ジ 

 線 路 主 任 技 術 者 線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ６ ６ 10 ８ ６ 線1 ～ 線22 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。 

 
[記入例]  受験番号  ０１CＪ９１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 

              
  
 
 
 
 
 
 

 

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  受験種別欄は、あなたが受験申請した線路主任技術者( 『線  路』 と略記) を○で囲んでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  満点は１５０点で、合格点は９０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 
 

受験番号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は７月１６日１０時以降の予定です。 
合否の検索は８月 ４日１４時以降可能の予定です。 
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線1

試 験 種 別 試 験 科 目

線路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＧＥ－ＰＯＮシステム及び１０Ｇ－ＥＰＯＮシステムについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

１０Ｇ－ＥＰＯＮシステムのＯＬＴは、ＧＥ－ＰＯＮシステムのＯＮＵと１０Ｇ－ＥＰＯＮ

システムのＯＮＵを混在して収容することができ、ＧＥ－ＰＯＮシステムと１０Ｇ－ＥＰＯＮ

システムの上り光信号が同じ波長帯を利用することによって生ずる上り光信号の衝突を回避す

るために、 (ア) 方式により各ＯＮＵに送信タイミングを割り当てている。そのため、

１０Ｇ－ＥＰＯＮシステムのＯＬＴには、ＧＥ－ＰＯＮシステム又は１０Ｇ－ＥＰＯＮシステ

ムのＯＮＵから送信される通信速度が異なる上り信号を受信するための (イ) が搭載され

ている。

個々のユーザ宅にあるＯＮＵと設備センタのＯＬＴとの間の伝送距離はそれぞれ異なること

から、ＯＬＴでは各ＯＮＵからＯＬＴへの上り光信号が衝突しない送出タイミングを算出する

ために、ＯＬＴとＯＮＵとの間の伝送時間をあらかじめ測定する (ウ) といわれる処理が

行われる。

ＧＥ－ＰＯＮシステムのＯＮＵと１０Ｇ－ＥＰＯＮシステムのＯＮＵは、それぞれのＯＮＵ

の光受信部に組み込まれた (エ) を用いて、ＯＬＴから放送形式で送信された下り光信号

から該当する光信号を選択して受信する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① オーバーレイ ② リミッタ ③ ＣＤＭＡ ④ アイソレータ

⑤ 波長フィルタ ⑥ ＦＤＭＡ ⑦ ペイロード ⑧ オンデマンド

⑨ ＴＤＭＡ ⑩ レンジング ⑪ ＳＤＭＡ ⑫ アッテネータ

⑬ 自動利得制御装置 ⑭ サーキュレータ

⑮ デュアルレートバースト光受信器 ⑯ ダブルスーパーヘテロダイン受信器



線2

(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバの伝送帯域とその測定方法などについて述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 光ファイバの伝送帯域は、光ファイバがどれだけ高い周波数の信号で変調した光

信号を伝搬させることができるかを示す尺度として用いられている。

② 光ファイバの伝送帯域を測定する方法には、変調した光信号を用いて周波数領域

で測定する方法と光パルスの時間領域の波形ひずみから測定する方法があり、一般

に、周波数領域で測定する方法が用いられている。

③ ベースバンド周波数特性は、光ファイバに入射した正弦波の入力変調電気信号と

出力の復調電気信号の位相差で表される。

④ ＭＭ光ファイバを１ kｍ 伝搬した後の光信号における復調電気信号の振幅が入力
１

変調電気信号の振幅に対して となるまでの周波数の範囲は、ベースバンド
２

周波数特性における６ｄＢ帯域幅といわれる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバ通信に用いられる半導体レーザ(ＬＤ)又はファイバヒューズについて述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 長距離・高速伝送光通信の光源に用いられるＬＤは、ＬＤの活性層付近において

屈折率が放射線状の変化を有し、単一モードで発振するＤＦＢ－ＬＤが用いられる。

② ＬＤの出力強度の低下を補償する強度制御は、ＬＤの端面付近に配置されたモニ

タ用ＰＤの受光電流の変動量を監視し、その変動量をフィードバックさせてＬＤの

出力強度を一定に保っている。

③ ファイバヒューズとは、強度が数 Ｗ 程度の光をＳＭ光ファイバに入射したとき、

コネクタ端面部に汚れなどがあるとそれが加熱されて超高温のプラズマがコア内に

発生して光源と反対方向に伝搬する現象をいう。

④ ファイバヒューズが発生した後の光ファイバには、周期的な屈折率の変化が形成

され、コアに恒久的な損傷が残る。



線3

(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光変調方式の特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 直接変調方式は、ＬＤ駆動回路においてバイアス電流と変調信号を印加して変調

光を得る方式であり、一般に、変調速度が１ ＧＨz 以上になると、光カー効果の影

響により伝送距離に制限が生ずる。

② 外部変調方式は、ＬＤから出力される無変調光を非線形光学効果などを利用した

外部変調器を用いて変調する方式である。

③ ニオブ酸リチウム変調器(ＬＮ変調器)は、導波路構造のマッハツェンダ干渉計構

成をとり、電極に電圧を印加したとき、ファラデー効果により導波路の屈折率が変

化し、光の干渉状態が変わることを利用して出力光のオンオフを制御している。

④ 電界吸収型変調器(ＥＡ変調器)は、ＰＮ接合のダブルヘテロ構造を持つダイオー

ドに逆バイアス電圧を印加したとき、電界吸収効果により導波層を通過する光の位

相が変化することを利用して出力光のオンオフを制御している。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光増幅器の種類、エルビウム添加光ファイバ増幅器(ＥＤＦＡ)の特徴などについて述べた次

の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 光増幅器には、光ファイバ増幅器、半導体光増幅器などがある。光ファイバ増幅

器は半導体光増幅器と比較して、利得の偏波依存性が小さい、高利得及び高出力で

あるといった特徴を有している。

② ＥＤＦＡは、エルビウム添加光ファイバ(ＥＤＦ)を増幅媒体に用いた光ファイバ

増幅器であって、励起方式の違いにより前方励起型、後方励起型及び両方向から励

起する双方向励起型がある。前方励起型は後方励起型と比較して出力特性に優れ、

後方励起型は前方励起型と比較して雑音特性に優れている。

③ ＥＤＦは、ＳＭ光ファイバと同じ石英ガラスを主成分とする光ファイバであり、

コアにエルビウムイオンを添加することによって生ずるなだれ増倍を利用して光信

号を増幅している。

④ ＥＤＦの利得係数は添加するエルビウムイオンの濃度を高めることで大きくでき、

また高濃度にするほど励起効率が向上し利得係数を大きくできる。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、メタリック伝送路における反射の特性について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。(２点×４＝８点)

メタリック伝送路の特性インピーダンスが変化する点では、信号波が折り返す反射現象が生

ずる。このとき、一般に、進行してきた信号波は入射波、進行方向とは反対の方向へ戻ってい

く波は反射波、反射せず進む波は透過波といわれ、反射の大きさは特性インピーダンスの変化

の大きさに依存する。実際のメタリック伝送路においては、できるだけ特性インピーダンスを

均一にすることにより、反射損失を抑えることが重要である。

反射の大きさを表す指標として電圧反射係数や電流反射係数が用いられる。電流反射係数は

電圧反射係数の (ア) であり、それぞれの反射係数の絶対値が１に近いほど反射損失が大

きい。

図に示すように特性インピーダンスＺ の一様線路をインピーダンスＺ で終端した場合、０ １

接続点における電流反射係数の値は (イ) となる。

また、図において接続点が開放されている場合、終端のインピーダンスは (ウ) と考え

られ、この場合の接続点における入射電流は (エ) 全て反射される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ファラデーの法則により ② ０.８ ③ 補 数 ④ 逆 数

⑤ テブナンの定理により ⑥ ０.２ ⑦ 反 数 ⑧ ゼロ

⑨ 入射波と逆位相で ⑩ －０.２ ⑪ 無限大 ⑫ ２乗

⑬ 入射波と同位相で ⑭ －０.８ ⑮ 周波数に比例する値

⑯ 周波数に反比例する値

Ｚ0 ＝ ４００ Ｚ１＝ ６００Ω Ω

接続点

送
端

終
端
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＭ光ファイバの特性などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) であ

る。

<(オ)の解答群>

① ＳＭ光ファイバは、光ファイバ中の伝搬可能な導波モードを一つだけに制限する

ことによって、モード分散による光信号波形の劣化を防止した光ファイバである。

② ＳＭ光ファイバの屈折率分布は、一般に、ステップインデックス型であり、ＳＭ

光ファイバの屈折率分布構造を表すパラメータにはコア径、コア非円率などがある。

③ ＳＭ光ファイバの構造パラメータのうち、シングルモードとなる最短の波長を規

定する構造パラメータは開口数(ＮＡ)といわれ、ＮＡで規定された波長より短い光

はマルチモードになる。

④ ＳＭ光ファイバに強い光を入射すると、長い波長の光が短い波長の光より速く伝

わる異常分散領域において、屈折率が変化する、光の位相がずれるなどの非線形光

学効果といわれる現象が起きる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光クロージャ及び光成端箱の保護等級について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 光クロージャ及び光成端箱の防塵及び防水性能は、ＪＩＳで規定されるＩＰコー
じん

ドで表され、第一特性数字は外来固形物の侵入に対する保護等級、第二特性数字は

水の浸入に対する保護等級をそれぞれ表している。

② 保護等級ＩＰＸ３を満たしている光成端箱は、屋外壁面への設置が可能な防雨構

造になっており、散水に対する保護性能を有している。

③ 架空用光クロージャには、保護等級ＩＰＸ４を満たすタイプが適用され、高気密

性が要求される地下用光クロージャには、保護等級ＩＰＸ８を満たすタイプが適用

されなければならない。

④ 保護等級ＩＰＸ４を満たしている光クロージャは、外来固形物の侵入に対する保

護等級については規定されていない。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

地下用光ファイバケーブルの布設方法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 先端牽引法では、一般に、布設ルートの終点に設置されたケーブル牽引機を用いてケーブ
けん

ル外被を把持して牽引する。中間牽引法では、布設ルートの中間に設置されたケーブル牽引

車を用いてケーブルのテンションメンバを牽引する。

Ｂ 光ファイバケーブルは、布設時の最大張力が加わったときであっても光ファイバの伸び率

が許容値以下となるように設計されており、光ファイバケーブルの最大許容伸び率は、一般

に、０.２ ％ とされている。

Ｃ 地下管路区間へのケーブル布設作業において、地下管路区間に水平曲がりの屈曲点が１か

所ある場合は、布設張力を軽減する観点から、一般に、当該屈曲点に遠い方のマンホールか

らケーブルを引き入れる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

架空構造物の荷重などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) であ

る。

<(ク)の解答群>

① 架空構造物に加わる主な荷重には、風圧荷重、ケーブル張力及び垂直荷重がある。

このうち電柱に加わる垂直荷重は、ケーブルなどの重量や支線の垂直分力により電

柱に常時加わる垂直方向の荷重であり、電柱自体と金物類の重量も含む。

② 支柱は、支線が取り付けられない場合に、一般に、支線の取付け方向とは反対側

に取り付けられ、本柱(支柱を取り付ける電柱をいう。)に作用する水平荷重を分担

する。支柱には、一般に、本柱と同一設計荷重の電柱が使用される。

③ 支線が取り付けられた単独柱に加わる水平荷重は、一般に、支線が１０ ％ 、電柱

が９０ ％ の割合で分担する。この分担割合は、支線の代わりに支柱を用いた場合

でも同じである。

④ 電柱に取り付けられる支線と電柱との角度は、一般地域において３５度～４５度

の範囲で極力大きくとることとされているが、積雪地帯では、積雪の沈降力による

影響を避けるため、一般に、３５度とされている。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、雷サージと誘導妨害及びそれらの対策などについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

雷サージには、落雷に起因する電磁誘導現象により通信線や電力線に生ずる誘導雷サージと、

ビルやケーブルなどに直接落雷した際に生ずる電流が通信線などへ流入する直撃雷サージがあ

り、雷サージによる障害には誘導雑音の発生や通信機器の破壊などがある。

通信ケーブルに侵入した雷サージが電力線や接地線へ流出する過程で生ずる通信機器の破壊

を防ぐための対策には、雷防護素子を用いて (ア) 方法や、通信機器の接地を連接する

等電位化などがある。

直撃雷サージは、その電気的なエネルギー量が誘導雷サージと比較して極めて大きく防護対

策を施しても被害を受けることもあるが、ノンメタリック光ファイバケーブルを用いることに

より設備の損傷防止だけではなく (イ) も軽減することができる。

落雷以外で生ずる誘導現象には、強電流施設の近辺に配線された通信ケーブルに静電誘導を

誘起するもの、通信ケーブルがアンテナとなり放送波を受信するものなどがある。これら静電

誘導の影響を低減する対策として、一般に、 (ウ) の遮蔽層を有する通信ケーブルを使用

する方法がある。また、ラジオ放送の送信アンテナに近いエリアでは、電話機の受話器からラ

ジオ放送が聞こえる場合があり、この対策の一つに、高周波成分が電話機回路に入り込まない

ように、 (エ) を電話機回路に挿入する方法がある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 漏 話 ② 設備負荷 ③ ＦＥＴ ④ 接地線径を細くする

⑤ カーボン ⑥ コンデンサ ⑦ ステンレス ⑧ 可変抵抗器

⑨ ＡＰＤ ⑩ ＰＥ ⑪ 音響衝撃 ⑫ アルミニウム

⑬ インバータを挿入する ⑭ 人的被害

⑮ バイパスルートを設ける ⑯ 通信機器ごとに個別に接地する
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバの接続部における損失、不良などの原因について述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 接続部は、屈折率が不均一又は不連続な領域になっており、伝搬する光の一部が

接続部で反射して伝搬方向とは反対に進み、反射損失が生ずるとともに、ＬＤの特

性劣化及び雑音の原因となる。

② 光ファイバの融着接続における接続損失には、軸合わせの精度、端面の研磨状況

などの接続技術に起因するものと、接続する光ファイバどうしのパラメータの相違

に起因するものがある。接続技術に起因するものには光ファイバコアの軸ずれ、軸

の傾斜、間隙などがある。

③ 光ファイバの融着接続における軸ずれの発生要因には、光ファイバの被覆除去が

不十分であることや融着接続部のクランプ又はＶ溝に付着したゴミによりクランプ

の動きが悪くなること、又はアーク放電のパワーが不足していることがある。

④ 光コネクタを用いた接続部における損失には、端面突合せ部に生じた微小な間隙

に起因し屈折率の異なる媒質の境界面で発生するフレネル反射によるものがある。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ケーブルの移動現象(クリーピング)について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 軟弱地盤であって大型車両が通行するところや、路面が平坦でカーブした道路では特にク
たん

リーピングが発生しやすく、クリーピングによってケーブルが移動する方向は、傾斜、管路

とケーブル間の摩擦力、車両進行方向などケーブルの設置環境によって異なる。

Ｂ クリーピング防止対策に用いるケーブル移動防止金物には、ケーブルを締め付けて固定す

るものがあり、発泡ウレタンが用いられている。

Ｃ 橋梁に添架されたケーブルの温度伸縮によるクリーピング対策としては、移動量に相当す
りょう

る余長(スラック)を設けることが有効である。スラックは、一般に、橋梁添架管路の中間部

に設けられる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＭＭＳ(Mobile Mapping System)の概要及びこれを活用した線路設備点検などについて述べた

次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＭＭＳは、車両に複数台の高品質カメラを搭載し、走行しながらステレオカメラ

方式により撮影した静止画像を用いて３次元(３Ｄ)測量を実現している。

② ＭＭＳにおいて設備画像の撮影位置情報を取得する自己位置計測装置は、一般に、

全球測位衛星システム、慣性計測装置、オドメータなどから構成され、正確な位置

情報の取得が可能である。

③ ＭＭＳの位置情報管理は、航空写真などを用いて補正された正射投影画像の上に

表示された電柱やマンホールの位置情報をステレオ図化した３Ｄ空間情報を用いて

行われる。

④ ＭＭＳにレーザスキャナを搭載して取得した断層画像を利用して電柱を点検し判

定する技術を用いると、目視点検では困難な電柱の傾斜やたわみの大きさなどの定

量的な評価及び評価作業における点検者のスキルに依存しない計測が可能となる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

図に示す張力計算モデルにおいて、以下に示す条件の場合、支持点ａ及びｂの張力Ｔは、

(ク) Ｎ である。ただし、張力Ｔは、線条方向に実際に加わる張力Ｔ と近似した水平０

方向の張力とし、答えは四捨五入により整数とする。

(条 件)

ⓐ 単位長さ当たりのケーブル荷重 Ｗ：０.４ Ｎ／ｍ

ⓑ スパン長 Ｓ：４０ ｍ

ⓒ 弛度 ｄ：０.３ ｍ
ち

ⓓ ケーブルの支持点ａとｂの間には、高低差がないものとする。

ⓔ 着雪、風圧荷重、温度などの外部要因は考慮しないものとする。

<(ク)の解答群>

① １５０ ② ２６７ ③ ５３３ ④ ８８９ ⑤ ２,１３３

Ｔ

Ｔo Ｔo

架空ケーブル

Ｓ

ｄ
Ｔ

電
柱

電
柱

支持点
ｂ

支持点
ａ
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計１５点)

(１) 次の文章は、海底ケーブルの探線方法などについて述べたものである。 内の(ア)～

(ウ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×３＝６点)

海底面に敷設されている海底ケーブルを捕捉する作業は、一般に、探線といわれる。海底面

で錨状の (ア) を海底ケーブルの敷設方向に対してできる限り直角の方向に引きずること
いかり

により、海底ケーブルを引っ掛ける方法が、探線の一般的な方法として用いられている。

水深がＲＯＶ(Remotely Operated Vehicle)の潜水性能の範囲内で複数の中継海底ケーブル

が近接して敷設されている海域における探線は、磁気探査機能を有するＲＯＶによる方法が有

効である。磁気探査機能を有するＲＯＶでは、 (イ) を探索し該当の海底ケーブル位置を

特定する。 (イ) は、探線時に、中継海底ケーブルシステムの陸揚局に設置されている給

電装置からの給電電流に重畳して送られる。

探線後、ＲＯＶの (ウ) を用いて、海底ケーブルの切断作業が行われる。

<(ア)～(ウ)の解答群>

① 電気パルスエコー ② 誤り訂正符号 ③ グラプネル

④ ケーブルグリッパ ⑤ マニピュレータ ⑥ シンカー

⑦ ウォータジェット ⑧ ドレッジャー ⑨ 直流信号

⑩ バイブロコアラー ⑪ ソノプローブ ⑫ 低周波の交流信号

(２) 次の問いの 内の(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

中継光海底ケーブルシステムに用いられるＥＤＦＡについて述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (エ) である。

<(エ)の解答群>

① ＥＤＦＡを用いた中継光海底ケーブルシステムは、１中継区間における光海底

ケーブルの光損失と光海底中継器内のＥＤＦＡの利得が等しくなるように設計され

ており、各光海底中継器の光出力パワーはほぼ同じとなる。

② ＥＤＦＡの動作領域には利得飽和の領域が利用され、利得飽和の領域では、

ＥＤＦＡへの入力パワーが高くなるほど利得は小さくなる。

③ ＥＤＦＡの特性を示すパラメータの一つである雑音指数は、その値が小さいほど

低雑音であることを示しており、完全な反転分布が実現された理想的なＥＤＦＡの

雑音指数は、約３ dＢ である。

④ １台の光海底中継器で発生する自然放出光雑音パワーＰ は、光海底ケーブル中でＡ

は光ファイバの損失によって減少し、光海底中継器内のＥＤＦＡでは増幅されない。

したがって、ｎ台の光海底中継器が用いられている中継光海底ケーブルシステムに

おいて累積される光雑音パワーＰ は、Ｐ とほぼ等しい。ｎ Ａ
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(３) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光海底ケーブルの構造、機能などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① 外装ケーブルの一つであるＤＡケーブルは、鋼線を一重に巻いて保護した構造で

あり、このような鋼線外装ケーブルは、海底面での外力などによる損傷を防止でき

ると同時に、破断張力性能及び曲げ特性が無外装ケーブルと比較して高いという特

性を有している。

② 無外装ケーブルの一つであるＬＷＳケーブルは、ＬＷコアをプラスチックテープ

で覆い、さらに、高密度ポリエチレンシースで保護した構造であるが、外装ケーブ

ルと比較して耐水圧強度は低い。

③ 光海底ケーブルにおいて、タイトタイプ構造は、ルースタイプ構造と比較して、

光ファイバへの外圧の影響を低減でき、偏波モード分散を小さく抑えることができ

る。

④ 無中継用光海底ケーブルには、陸上用光ファイバケーブルとの相互接続性を考慮

し、一括融着接続を可能とする４心テープ心線を溝付きのスロットに積層して収納

することにより、光ファイバ心線を最大１００心収容できるものがある。

(４) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

陸揚局における保守管理などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① 陸揚局には、一般に、光海底ケーブルシステムに直接関係する設備以外に陸上伝

送系の設備、高圧受電設備、空調設備などがあり、これらの設備を含めた設備の保

守運用が陸揚局での主要な業務となるため、修理技術者の派遣体制及び訓練の充実、

予備品と取扱説明書の配備などの設備保守体制の構築が必要である。

② 光海底ケーブルシステムの給電系統では高電圧を扱うための安全対策が重要であ

り、光海底ケーブルの修理のために、一般に、給電系の操作及びそれに伴う連絡の

方法と手順を正確に定めた給電安全手順を作成し、これを陸揚局と修理船に配備す

る必要がある。

③ 光海底ケーブルの修理作業においては、陸揚局の給電安全責任者が修理船に乗船

している給電安全責任者に対して主導権を持つ。

④ 陸揚局では、異常検出レベルに達しない程度の特性劣化及び警報対象となってい

ない項目の異常を発見するために定期試験を行う。定期試験の周期は、一般に、特

性変化の影響の大きさ、試験に要する工数などを考慮して試験項目別に適切な長さ

とする。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計１５点)

(１) 次の文章は、通信土木設備における不良管路の補修技術などについて述べたものである。

内の(ア)～(ウ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×３＝６点)

道路下などの地下に設置された管路は、地盤変状、管路の経年劣化などにより通信ケーブル

の布設や撤去作業が困難な状態になっているものがある。管路の主な不良事象には、錆、腐食、
さび

扁平、折損、土砂詰まり、穴あきなどがあり、計画的に補修を行う必要がある。
へん

通信ケーブルが収容されていない管路の補修技術には、一般に、管路の部分補修に用いられ

る開削による補修技術と非開削による補修技術がある。非開削補修技術の一つに、スポンジ付

ピグを用いて金属管路内の全体に発生した錆を洗浄して除去し、再び錆の発生を防ぐ目的で金

属管路内壁に (ア) ｍｍ 程度の厚みの樹脂膜を形成する超薄膜ライニング技術がある。

また、通信ケーブルが収容されている金属管路の非開削による補修技術の一つに、金属管路

内に発生した錆を高圧洗浄水で除去した後に、２分割のポリ塩化ビニル製の補修用部材管を既

設ケーブルを抱き込みながら挿入する (イ) がある。 (イ) は、既設管路と補修用部

材管の２重管構造になることから耐震性能が向上する。

一方、橋梁に添架された金属管路は、晴雨による乾湿の繰り返し、冬季における凍結防止剤
りょう

の散布などの影響により腐食が進行する。橋梁添架管路は、ＦＲＰ半割管、ＦＲＰ差込ソケッ

ト及びＦＲＰ半割差込ソケットを用いて補修する。これらの補修部材は、不飽和ポリエステル

樹脂とガラス繊維を主体としているため軽量かつ高強度であり、また、 (ウ) が鋼管と同

等であることから材質の違いによる温度変化の影響をほとんど受けることがない。

<(ア)～(ウ)の解答群>

① ０.３ ② ＴＭライニング ③ ヤング係数

④ １.２ ⑤ ＰＩＴ新管路方式 ⑥ 熱伝導率

⑦ ２ ⑧ 体積圧縮係数 ⑨ 共用ＦＡ方式

⑩ ３ ⑪ 線膨張係数 ⑫ スリムライニング

(２) 次の問いの 内の(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

土の構成、分類、粒度、透水性などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(エ) である。

<(エ)の解答群>

① 土は、土粒子、土粒子間の間隙内に存在する自由水及び空気の集合体であり、そ

れぞれ固相、液相及び気相といわれ、これらの３相で構成される。

② 土には異なる粒径の土粒子が混在しており、土粒子は粒径によって区分され土粒

子の粒径の大きい順にその名称を並べると、礫、砂、粘土、シルトとなる。
れき

③ 土粒子の粒径別の含有割合は粒度といわれ、粒度の分布状態を質量で示した粒径

加積曲線は、土の種類別による締固め方法や道路の路盤材の選定などに利用される。

④ 土の透水性とは土中における水の流れやすさをいい、一般に、粒径加積曲線にお

ける粒径が大きい側に寄るほど透水性は良くなる。
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(３) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

地震時における地盤の液状化又はマンホールの耐震対策について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 液状化とは、土粒子の間隙が水で満たされ飽和した緩い砂地盤において、地震発

生時に激しい繰り返しせん断応力を受けることによって土粒子どうしの噛み合わせ
か

が外れ、間隙水圧の減少により有効応力が上昇し、せん断強さを失い液体のような

挙動を示す現象をいう。

② 液状化は、一般に、緩く堆積した砂地盤において地下水位が深い場合に発生しや

すく、このような地盤は、埋立地、過去における河川流路の跡地などに存在する。

③ 液状化が予想される地域に設置されるマンホールには、一般に、レジンコンク

リート製と比較して重量の大きいセメントコンクリート製が適している。

④ 液状化が予想される地域のマンホールに施されるグラベルドレーン工法は、地盤

を締め固めることにより液状化による間隙水を遮断し、マンホールの浮上がりを防

止するものである。

(４) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

通信土木設備におけるとう道管理システムについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ とう道管理システムは、とう道内における災害防止、安全確保及び設備管理の効率化を

目的としており、監視制御機能としては、災害感知機能、設備管理機能、入出管理機能、放

送・連絡機能などがある。

Ｂ 入出管理機能は、磁気カードとプッシュボタンを併用した電子錠を設置することで入出者

の管理が行えるものであり、ＩＤカードリーダなどと併用することで入溝者を確認し必要に

応じて遠隔操作で解錠することができるものがある。

Ｃ 放送・連絡機能は、とう道内に設置された連絡端子函に送受信機を接続することにより工
かん

事の際に入溝者との相互連絡及び入溝者からとう道を保守している事業所への通報が行え、

とう道外からはとう道内に設置されたスピーカを通じて、入溝者に対して指示を行うことが

できる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問６ 次の問いに答えよ。 (小計２６点)

(１) 次の文章は、電気通信設備工事などにおける作業者の安全に関するヒューマンエラーの対策な

どについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群か

ら選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。

(２点×４＝８点)

ヒューマンエラーとは、 (ア) 結果を生ずる人間の行為のことをいい、ヒューマンエ

ラーであるかどうかは、見間違えた、やり間違えた、やり忘れたなどのように過去形で表され

る出来事であって、さらに結果が好ましくない状態であるときに後から判断される。安全に関

するヒューマンエラー対策には、現場の安全管理と安全教育の強化、作業員の自主的な安全活

動の促進、安全設備の充実などがある。

現場の安全管理と安全教育の強化によるヒューマンエラー対策の一つに、イラストや写真を

用いたシートを活用し、職場の小単位のグループが短時間で行う危険予知訓練(ＫＹＴ)がある。

ＫＹＴの進め方には、現状把握、 (イ) 、対策樹立及び目標設定の手順で進めていく４Ｒ

法がある。

作業員の自主的な安全活動の促進によるヒューマンエラー対策の一つに、作業開始前に職場

の小単位のグループが短時間で仕事の範囲、段取り、各人ごとの作業の安全のポイントなどに

ついて打合せを行う (ウ) がある。

安全設備の充実によるヒューマンエラー対策の一つに、人為的に不適切な行為、過失などが

起こってもシステムの信頼性及び安全性を保持したり、人間が間違いづらいようにしたりする

設計上の手法である (エ) の導入がある。 (エ) の具体例としては、間違ったケーブ

ルどうしが接続できないようにコネクタの形状を工夫するなどが挙げられる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 計画策定 ② フェールセーフ ③ フォールトマスキング

④ ＺＤ運動 ⑤ フェールソフト ⑥ 原因を推測できない

⑦ 本質追究 ⑧ フールプルーフ ⑨ ヒヤリハット運動

⑩ ＱＣ活動 ⑪ ギャップ分析 ⑫ 意図しない

⑬ 仮説立案 ⑭ 作為的な ⑮ 予測し得る

⑯ ツールボックスミーティング
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪＩＳ Ｑ ９０００：２０１５品質マネジメントシステム－基本及び用語に規定されている

用語及び定義について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 品質計画とは、品質目標を設定すること及び必要な運用プロセスを規定すること、

並びにその品質目標を達成するための関連する資源に焦点を合わせた品質マネジメ

ントの一部をいう。

② 品質保証とは、品質要求事項を満たす能力を高めることに焦点を合わせた品質マ

ネジメントの一部をいう。

③ 要求事項とは、明示されている、通常暗黙のうちに了解されている又は義務とし

て要求されている、ニーズ又は期待をいう。

④ プロジェクトマネジメントとは、プロジェクトの目標を達成するために、プロジェ

クトの全側面を計画し、組織し、監視し、管理し、報告すること、及びプロジェク

トに参画する人々全員への動機付けを行うことをいう。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

工程管理で用いられるアローダイアグラムの特徴などについて述べた次の文章のうち、正し

いものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 作業相互間の関係を示すダミー作業は、破線の矢線で表示され、所要日数が０

(ゼロ)であるため、クリティカルパスを決定する際に考慮する必要はない。

② 最早結合点時刻とは、スタートの結合点から対象となる結合点に至る経路のうち、

時間的に最も短い経路を通って最も早く到達する結合点の時刻のことをいう。

③ 最遅結合点時刻とは、対象となる結合点から終了結合点に至る経路のうち、時間

的に最も長い経路を通ってプロジェクトの終了時刻に間に合う最も遅い開始時刻の

ことをいう。

④ 作業の余裕時間としてこれ以上使ってしまうと工期が延びてしまうような最大限

の余裕時間はトータルフロートといわれ、どの作業においてもトータルフロートは

フリーフロートより小さいか同じとなる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

予防保全の概要、種類などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 設備の劣化の影響を緩和し、かつ、故障の発生確率を低減するために行う保全は予防保全

といわれ、予防保全を行わないと、大きな休止損失を招いたり、品質と安全性の面で問題を

生じたりすることがある。

Ｂ あらかじめ設定した時間計画に従って実行される予防保全は時間計画保全といわれ、予定

の時間間隔で実施する定期保全及び保全対象設備が予定の累積動作時間に達したときに行う

経時保全に分類される。

Ｃ 設備の故障の兆候を監視して必要なときに措置を行う状態監視保全は、予防保全の一形態

であり、統計的・数理的に故障が予測できない場合に有効である。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

内閣府から公表されている事業継続ガイドライン(令和５年３月)における事業継続マネジメ

ント(ＢＣＭ)の概要などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) であ

る。

<(ク)の解答群>

① ＢＣＭは、事業継続計画(ＢＣＰ)策定や維持・更新、事業継続を実現するための

予算・資源の確保、事前対策の実施、取組を浸透させるための教育・訓練の実施、

点検、継続的な改善などを行う平常時からのマネジメント活動とされている。

② 企業・組織は、様々な危機的な発生事象に直面しても、利害関係者から、重要な

事業の継続又は早期の復旧を望まれているため、このような利害関係者のニーズと

期待を十分に認識し、ＢＣＭを積極的に経営戦略に反映すべきである。

③ ＢＣＭは、企業・組織全体のマネジメントとして継続的・体系的に取り組むこと

が重要である。その手法として、例えば、ＰＤＣＡサイクルなどのマネジメントに

関する仕組みの活用も有効である。

④ ＢＣＭは、どのような危機的な事象が発生しても重要業務を継続するという目的

で実施するものであることを考慮することが重要である。この点から、ＢＣＭでは、

自社に生じた事態を結果事象(例えば、自社の○○拠点が使用不能)により考えるの

ではなく、原因事象(例えば、直下型地震)により考え、対応策を検討することが推

奨される。
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(６) 次の文章は、システムの信頼性について述べたものである。 内の(ケ)、(コ)に最も

適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、システムを構成す

る装置は偶発故障期間にあるものとする。 (３点×２＝６点)

１(ⅰ) 図に示すように、信頼度０.７である装置Ａが、ｎ台並列に接続されている 冗長システムｎ

において、システム全体の信頼度を０.９９９９以上にするためには、装置Ａの台数である

ｎを少なくとも (ケ) 以上とする必要がある。ただし、log ３＝０.４７７とする。10

<(ケ)の解答群>

① ５ ② ６ ③ ８ ④ １０ ⑤ ２０ ⑥ ２６

(ⅱ) あるシステムのアベイラビリティ及びＭＴＴＲについて、ある運用期間内において調査した

ところ、アベイラビリティが９９.５ ％ 、ＭＴＴＲが４ 時間 であった。このシステムの

調査した期間内の故障率は、 (コ) 件／時間 である。ただし、答えは四捨五入して有効

数字３桁とする。

<(コ)の解答群>

－３ －３ －２① １.２６×１０ ② ４.１５×１０ ③ ２.０１×１０

－１ －１ －１④ ２.４９×１０ ⑤ ２.５１×１０ ⑥ ７.４９×１０

Ａ1

Ａ2

Ａn
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問７ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＪＩＳ Ｑ ３１０００：２０１９リスクマネジメント－指針、ＪＩＳ Ｑ ００７３：

２０１０リスクマネジメント－用語及びＪＩＳ Ｑ ３１０１０：２０２２リスクマネジメント－

リスクアセスメント技法について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したも

のを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答

を示す。 (２点×４＝８点)

リスクマネジメントプロセスには、方針、手順及び方策を、コミュニケーション及び協議、

状況の確定、並びにリスクのアセスメント、対応、 (ア) 、レビュー、記録作成及び報告

の活動に体系的に適用することが含まれる。 (ア) とは、要求又は期待されたパフォーマ

ンスレベルとの差異を特定するために、状態を継続的に点検し、監督し、要点を押さえて観察

し、又は決定することをいう。

リスクアセスメントは、リスク特定、 (イ) 及びリスク評価を網羅するプロセス全体を

示し、 (イ) は、リスクの特質を理解し、リスクレベルを決定するプロセスである。ある

決定事項若しくは活動に影響を与え得るか、その影響を受け得るか又はその影響を受けると認

識している、個人又は組織を (ウ) といい、リスクアセスメントは、 (ウ) の知識及

び見解を生かし、体系的、反復的、協力的に行われることが望ましい。

短期～中期の問題を対象とした、リスクアセスメント技法の一つに、指定された望ましくな

い事象(以下、頂上事象という。)の原因となる要因を突き止め、分析する (エ) がある。

(エ) は、潜在的な原因及び頂上事象までの経路を特定するために定性的に使用する場合

と、頂上事象の発生確率を計算するために定量的に使用する場合がある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① リスク対応 ② 検 証 ③ ステークホルダ ④ リスク集約

⑤ リスク認知 ⑥ 経営層 ⑦ エキスパート ⑧ 監査人

⑨ モニタリング ⑩ 管 理 ⑪ 事業影響度分析(ＢＩＡ)

⑫ リスク分析 ⑬ 改 善 ⑭ 故障の木解析(ＦＴＡ)

⑮ 事象の木解析(ＥＴＡ) ⑯ 故障モード・影響解析(ＦＭＥＡ)
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

建設業法に定める内容に基づく建設工事の施工管理などについて述べた次の文章のうち、正

しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 発注者から直接建設工事を請け負った一般建設業者は、当該建設工事を施工する

とき、請負代金の額の大小にかかわらず工事現場における建設工事の施工の技術上

の管理をつかさどる専任技術者を配置しなければならない。

② 発注者から直接建設工事を請け負った特定建設業者は、当初の下請契約の請負代

金の総額が３,５００万円の電気通信設備工事において、工事内容の変更により工事

途中で下請契約の請負代金の総額が５,０００万円となった場合には、主任技術者

に代えて監理技術者を配置しなければならない。

③ 請負契約の方法が随意契約による場合、契約を締結するまでに建設工事の注文者

は、建設業者が当該建設工事の見積りをするために当該建設工事の施工技術の難易

度に応じた必要な期間を設けなければならない。

④ 建設業を営もうとする者は、二以上の都道府県の区域内に営業所を設けて営業を

しようとする場合にあってはそれぞれの都道府県知事の許可を、一の都道府県の区

域内にのみ営業所を設けて営業しようとする場合にあっては当該営業所の所在地を

管轄する市区町村長の許可を受けなければならない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

通信設備工事における労働安全衛生に関する法令に基づく資格などについて述べた次のＡ～

Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 吊り足場工事などの足場の組立て等作業主任者は、足場の組立て等作業主任者技能講習を
つ

修了した者のうちから選任しなければならない。

Ｂ 移動式クレーンを使用して、１トン以上５トン未満の電柱を吊り、移動式クレーンを運転

(道路上を走行させる運転を除く。)する者は、当該作業に係る移動式クレーンの特別教育を

修了した者でなければならない。

Ｃ 架空線路の保守作業において、作業床の高さが１０ ｍ 以上の高所作業車を運転(道路上を

走行させる運転を除く。)する者は、高所作業車運転技能講習を修了した者、又は高所作業車

運転業務の特別教育を修了した者でなければならない。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

建設工事公衆災害防止対策要綱土木工事編(国土交通省：令和元年９月２日改正)に基づく工

事の施工における公衆災害を防止するための交通対策などについて述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 発注者及び施工者は、やむを得ず通行を制限する必要がある場合、歩行者が安全

に通行できるよう車道とは別に、幅０.６ ｍ 以上、特に歩行者の多い箇所におい

ては幅１.０ ｍ 以上の歩行者用通路を確保しなければならない。

② 施工者は、歩行者用通路とそれに接する車両の交通の用に供する部分との境及び

歩行者用通路と作業場との境は、必要に応じて移動さくを間隔をあけないように設

置し、又は移動さくの間に安全ロープ等をはってすき間ができないよう設置する等

明確に区分する。

③ 施工者は、道路上に作業場を設ける場合は、原則として、交通流に対する背面か

ら車両を出入りさせなければならない。ただし、周囲の状況等によりやむを得ない

場合においては、交通流に平行する部分から車両を出入りさせることができる。こ

の場合においては、原則、交通誘導警備員を配置し、一般車両の通行を優先すると

ともに公衆の通行に支障がないようにしなければならない。

④ 発注者及び施工者は、やむを得ず道路の通行を制限する必要のある場合において

は、道路管理者及び所轄警察署長の指示に従うものとし、特に指示のない場合は、

制限した後の道路の車線が１車線となるときは、その車道幅員は３ ｍ 以上とし、

２車線となるときは、その車道幅員は５.５ ｍ 以上を標準とする。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

認定電気通信事業者における道路の占用の手続きなどについて述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 認定電気通信事業者が道路法に基づき、認定電気通信事業の用に供する電柱など

を道路に設けようとする場合は、これらの工事を実施しようとする日の１月前まで

に、あらかじめ当該工事の計画書を道路管理者に提出しておかなければならない。

② 道路管理者は、認定電気通信事業者から計画書に基づく工事のための道路の占用

の許可の申請があった場合において、当該申請に係る道路の占用が道路法の規定に

基づく政令で定める基準に適合するときは、道路の占用の許可を与えなければなら

ない。

③ 道路管理者は、災害が発生した場合における被害の拡大を防止するために特に必

要があると認める場合、道路法の規定にかかわらず、認定電気通信事業者に区域を

指定して道路の占用を禁止し、又は制限することができる。

④ 認定電気通信事業者が道路占用物件の移設工事を実施する場合は、道路使用許可

の申請を道路管理者へ行う必要がある。
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問８ 次の問いに答えよ。 (小計１４点)

(１) 次の文章は、ＶＰＮの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適し

たものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ

解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＶＰＮは、インターネットなどのネットワーク上に仮想的な専用ネットワークを構築してセ

キュアな通信を可能とするものであり、暗号化、認証などの技術を用いて実現されている。

ＶＰＮで用いられる代表的な暗号化通信のプロトコルにＩＰｓｅｃがある。ＩＰｓｅｃの通

信モードには、 (ア) モードと (イ) モードの二つがある。 (ア) モードでは元

のＩＰパケットに対してＩＰヘッダ及びペイロード部の暗号化とメッセージ認証の処理を行い、

新たなＩＰヘッダを付加してカプセル化することにより、ルータなど通信経路上の装置間での

セキュアな通信が可能である。一方、 (イ) モードは元のＩＰパケットのＩＰヘッダは暗

号化せずにペイロード部だけを暗号化するモードであり、一般に、エンド・ツー・エンドのホ

スト間でセキュアな通信を行う場合に利用される。

ＩＰｓｅｃのセキュリティプロトコルには、ＡＨと (ウ) があり、ＩＰパケットを暗号

化して送信する場合は (ウ) を使用する。

ＶＰＮの接続形態は、本社、支店など拠点のネットワークどうしを接続するための拠点間接続

ＶＰＮと、自宅、外出先などにある端末から拠点のネットワークに接続するための (エ)

ＶＰＮに大別される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① トンネル ② ＬＡＮ間接続 ③ パブリック ④ ＷＰＡ

⑤ プロキシ ⑥ サイト間接続 ⑦ スタンダード ⑧ ＥＳＰ

⑨ ソケット ⑩ リモートアクセス ⑪ シークレット ⑫ ＡＳ

⑬ アクティブ ⑭ ローカルアクセス ⑮ トランスポート ⑯ ＰＡＰ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２０２３に規定されている、情報セキュリティマネジメントシステ

ム(ＩＳＭＳ)の要求事項を満たすための情報セキュリティ管理策について述べた次の文章のう

ち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 情報システム、装置又はその他の記憶媒体に保存している情報は、必要でなくなっ

た時点で削除しなければならない。

② データ漏えい防止対策を、取扱いに慎重を要する情報を処理、保存又は送信する

システム、ネットワーク及びその他の装置に適用しなければならない。

③ 情報処理施設・設備は、機密性の要求事項を満たすのに十分な冗長性をもって、

導入しなければならない。

④ 組織が使用する情報処理システムのクロックは、組織が採用した時刻源と同期さ

せなければならない。

⑤ 開発環境、テスト環境及び本番環境は、分離してセキュリティを保たなければな

らない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

コンピュータシステムへの脅威などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ データベースと連携したＷｅｂサイトに入力するデータの中に悪意のあるＳＱＬ文を埋め

込むことでデータベースを不正に操作する攻撃は、一般に、クロスサイトスクリプティング

といわれる。

Ｂ 他人のコンピュータやスマートフォンにマルウェアを感染させる、悪意のあるＷｅｂペー

ジにアクセスさせるなどの方法により、所有者に無断でそのデバイスのリソースを使って暗

号資産のマイニング処理を行う攻撃は、一般に、クリプトジャッキングといわれる。

Ｃ コンピュータプログラムのセキュリティ上の脆弱性が公表される前、又は脆弱性の情報は
ぜい

公表されたがセキュリティパッチがまだ提供されていない状態において、その脆弱性を狙っ

て行われる攻撃は、一般に、ゼロデイ攻撃といわれる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 
 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤 り 

だけで誤り文とするような出題はしていません。 
  

 


